














OneDriveと SharePoint Onlineを利用して 























   （首都圏での地域研究） 
 作業：OneDrive上に共有されたファイルを 
    Word Onlineで編集する。 
 期間：2014年 5月 23日〜6月 27日 
 使用者：126名（中 2生徒 123名、教員 3名） 
 生徒 123名は 3クラス（A〜C組）に、 


































































 作業：SharePoint Online上に共有された 
    ファイルをWord Onlineで編集する。 
    作成したファイルをメールで送付する。 
 期間：2015年 1月 17日〜6月 25日 
 使用者：126名 
（中 2→中 3生徒 123名、教員 3名） 


















 XX班員 実行委員 教員 
学年DocLib 閲覧 投稿 編集 
XX班サイト 投稿 閲覧 編集 
YY班サイト × 閲覧 編集 
実行委員サイト × 投稿 編集 
提出サイト 投稿 投稿 編集 
教員サイト × × 編集 
 
3.3 利用開始 
利用指導(2.2に加え、メール文面や教員への cc:
送信など)の後に使用を開始した。2.2に挙げた他、
以下のような利点が見られた。 
3.3.1 メールによる作業のはかどり 
学校が与えたメールアドレスによるのか先方か
らの反応も悪くはなく、教員への ccもあり情報の
伝え漏れが少なくなった。 
3.3.2 想定しなかった利点 
班の中で生徒独自に office365 グループを作成
し、班内での情報共有を図っていた。また、班内
のドキュメントライブラリに OneNote ファイル
を置き、共有スクラップ帳として使用し、計画書
作成に役立てていたところも見受けられた。 
 
3.4 さらなる問題点 
3.4.1 邪魔されないが、見えにくい 
各班内のドキュメントライブラリは他の班から
閲覧も投稿も不可能としたため、いたずらは皆無
となった。ただし、他班の進捗状況が見えないた
め、焦りが生じにくくなったきらいがある。 
3.4.2 ファイルコピーの面倒さ 
ブラウザ上で他の階層・サブサイトにファイル
をコピーする作業（具体的には、各班内のドキュ
メントライブラリから提出サイトへファイルをコ
ピーする作業）が感覚的にわかりにくく、一旦フ
ァイルをデスクトップ上にダウンロードし、それ
をアップロードしていた。 
3.4.3 想定外の利用への懸念 
3.3.2 の「office365 グループ」内のやりとりは
教員を含めたメンバー外からは見えにくく、問題
発生時の対応がとりにくくなるおそれがある。 
 
4. おわりに 
クラウドを利用することで当初の目的を達成す
ることができた。諸問題を同僚やサポートと相談
して払拭し、今後も活用を続けていきたい。 
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